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１．技術職員の業務体制 
筑波大学システム情報工学等技術室では、図 1 に

示す組織体制により技術支援を行っている。2 グ
ループ 4 担当体制とし、まとめ役として技術室統括
と副統括を置いて技術室の運営を行っている。情報
技術関連の業務を主に対応する情報環境技術グルー
プ、ものつくりと安全衛生関連の業務を主に対応す
る装置開発・安全衛生管理グループの 2 グループで
構成している。情報環境技術グループにはシステム
管理担当とアプリケーション担当の 2 担当を、装置
開発・安全衛生管理グループには、装置開発担当と
安全衛生管理担当の 2 担当を置く体制としている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1. システム情報工学等技術室組織体制図 
 
システム管理担当では、情報ネットワーク、計算

機システムの管理、総合研究棟 B 関連の情報機器
管理、デジタルサイネージの運用管理、掲示板シス
テム（研究科・系、支援室、技術室構成員への情報
発信）の運用管理などを行っている。 
アプリケーション担当では、アプリケーションリ

ソースの整備・維持管理、総合研究棟 B 入退室シス
テム管理、貸出ソフトウエアのライセンス管理、掲
示板システム（同上）の運用管理などを行っている。 
装置開発担当は、研究実験用の装置・機器の開発、

専門技術を要する研究実験等の支援、各種設備の操
作・管理を行っている。 
安全衛生管理担当は、安全衛生管理に係る職場巡

視、全学の安全衛生管理関連業務の支援、安全衛生
管理に関する企画立案を行っている。 
研究科（系）全体に係る業務並びに教育に係る業

務（学類並びに大学院関連の授業、学群教室メディ
ア設備の管理）の対応については、担当あるいはグ
ループを越えてチーム対応型の支援を行っている。 
当技術室では、技術室の円滑な運営のため、技術

室連絡会議、担当リーダー・ミーティング、担当ミー
ティング（適宜）を開催している。 
技術室連絡会議は定例で毎月 1 回開催し、全技術

職員並びに技術室長（系長）、システム情報エリア

支援室長、同副室長（総務担当）が出席する。会議
の内容は、学内外における技術職員関連情報の周知、
経費執行状況報告、活動報告、技術室運営に関する
提案、検討等である。進行は技術室統括が担当する。
担当リーダー・ミーティングは、毎月初めに行い、
技術室運営に関する報告・検討、意見交換、また適
宜新規の業務や共通対応の業務依頼に関する調整等
を行っている。 
 また、室員の技術向上のための取り組みとして、

業務に関係する各種セミナー・講習会の受講や学内

外の技術職員関連の活動への積極的な参加を推進し

ている。技術室内においても各担当専門の勉強会、

担当を越えた勉強会を実施している。 

２．技術職員の資格や免許等の取得状況 
 技術職員の資格及び免許の取得状況は、表 1 のと

おりである。業務を行う上で必要な資格としては、

第一種衛生管理者、高圧ガス製造保安責任者、自由

研削砥石の取替等の業務特別教育講習、クレーン運

転業務特別教育講習、玉掛技能講習、アーク溶接の

業務に関する安全衛生特別教育などがある。業務に

関連する資格としては、情報処理技術者、電気工事

士、建築士をはじめ多くのものを取得しており業務

の遂行に役立てている。また、学内外の技能講習会

や研修にも参加して質の高い業務を目指している。 
 
表 1. 資格や免許等の取得状況   2012.12 現在 
免許（免状）・試験合格・講習（特別教育講習） 

修了証等 
取得数

玉掛技能講習  5 

クレーン運転業務特別教育講習 5 

天井クレーン定期自主検査者安全教育講習 2 

ガス溶接技能講習 1 

アーク溶接の業務に関する安全衛生特別教育講習 3 

特別教育講習（自由研削砥石の取替等の業務） 2 

高圧ガス製造保安責任者 （丙種化学（特別）） 2 

高圧ガス製造保安責任者 （乙種化学） 2 

第一種衛生管理者 6 

局所排気装置等定期自主検査者講習 1 

衛生工学衛生管理者 1 

危険物取扱者（乙種四類） 2 

有機溶剤作業主任者講習 2 

第一種情報処理技術者 1 

第二種情報処理技術者 1 

初級システム・アドミニストレータ 1 

第二級無線技術士 1 

第二種電気工事士 3 

一級建築士 1 

コンクリート技師 1 

測量士補 1 

※ 技術職員数：21 名（シニアスタッフ 1 名を含む） 
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１．技術職員の業務体制 
筑波大学の生命環境科学等技術室では、教育およ

び研究における技術的支援を主たる業務として、①
生物ｸﾞﾙｰﾌﾟ②農林ｸﾞﾙｰﾌﾟ③ 応生ｸﾞﾙｰﾌﾟ④ 農林工学
ｸﾞﾙｰﾌﾟ⑤持続環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ⑥地球科学ｸﾞﾙｰﾌﾟ⑦陸域環
境研究ｾﾝﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟ⑧菅平実験ｾﾝﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟの 8 つのグ
ループに分かれて業務を行っている。業務形態は、
⑦⑧を除く各グループでは、対応する専攻分野の教
員に対する支援を専属の技術職員が行い、現在のと
ころグループ間での業務のシェアは職場巡視以外行
われていない。 

 
主として支援する教員組織は、以下の通りである。 
生物ｸﾞﾙｰﾌﾟ：生物科学専攻 
農林ｸﾞﾙｰﾌﾟ：生物圏資源科学専攻 
応生ｸﾞﾙｰﾌﾟ：生物機能科学専攻 
農林工学ｸﾞﾙｰﾌﾟ：国際地縁技術開発科学専攻 
地球科学ｸﾞﾙｰﾌﾟ：地球環境科学、地球進化科学専攻 
持続環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ：持続環境学専攻 
 
菅平高原実験ｾﾝﾀｰでは、ｾﾝﾀｰ所属教員の研究・教

育支援等の外に組織の維持管理に係わる技術支援を
行い、利用者への支援、地域社会との交流を支えて
いる。 
陸域環境研究ｾﾝﾀｰでは、ｾﾝﾀｰ所属教員の研究・教

育支援の外に、組織の維持管理に係わる技術支援お

よび利用者へのサポートを行っている。 
 

下田臨海実験ｾﾝﾀｰでは、研究・教育支援の外に組
織の維持管理に係わる技術支援および共同研究拠点
として全国の利用者への総合的支援を行っている。 
遺伝子実験ｾﾝﾀｰでは、研究・教育支援の外に全国

から集まる利用者への総合的支援を行っている。 

２．技術職員の資格や免許等の取得状況 
本技術室技術職員の資格および免許の取得状況は、

表 1 の通りであり、分野が多岐にわたるため幅広い
領域に亘っている。 
各々が必要とされる資格・免許を取得し、あるい

は講習に参加して業務に役立てている。特殊な例と
して遠隔地の下田臨海実験ｾﾝﾀｰでは、採集調査に必
要な、1 級小型船舶操縦士のほか、潜水士、特殊無
線技士の資格等を保有し研究者の安全を図るために
普通救命講習等に参加するなどしている。 
またより安全で衛生的な研究・教育の環境を維

持・管理するために、第一種衛生管理者、危険物取
扱者乙種、有機溶剤作業主任者の資格・免許を取得
し、特定化学物質及び四ｱﾙｷﾙ鉛等作業主任者、有機
溶剤作業主任者、石綿作業主任者、一般毒物劇物取
扱者、防火管理者、等技能講習を受講し、また学内
の廃棄物管理、高圧ガスボンベ取扱、局所排気装置
等に係わる研修・講習会に積極的に参加するなどの
努力を重ねている。 
本技術室では、経験を重ねて得られた技術力を基

に、幅広くかつ肌理細い技術を提供し、組織の運営
維持管理に貢献している。 
             

 表 1．保有資格、免許等の種類 
 

 

資格・免許等名称 所管・主催・認可団体等 種類 
1 級小型船舶操縦士 国土交通省 免許 
潜水士 厚生労働省 免許 
自動車運転免許（大型特殊） 国家公安委員会 警察庁交通局 免許 
第一種衛生管理者 厚生労働省 労働基準局安全衛生部 免許 
一級家具技能士 都道府県知事 国家資格 
二級建具技能士 都道府県知事 国家資格 
特殊無線技士（無線）（ﾚｰﾀﾞｰ） 総務省 国家資格 
危険物取扱者乙種 総務省 都道府県知事 国家資格 
一般毒物劇物取扱者 都道府県知事 試験 
特定化学物質および四ア

ルキル鉛等作業主任者 
厚生労働省 都道府県労働局 技能講習 

石綿作業主任者 厚生労働省 都道府県労働局 技能講習 
有機溶剤作業主任者 厚生労働省 都道府県労働局 技能講習 
玉掛作業者 厚生労働省 都道府県労働局 技能講習 
ウインチ特別講習 厚生労働省 都道府県労働局 技能講習 
電気工事士(第二種) 経済産業省 都道府県知事 国家資格 
ショベルローダ運転技能 都道府県知事 労働局長 技能講習 
アーク溶接作業 厚生労働省 都道府県労働局 技能講習 
防火管理者 地区消防組合 講習 
刈払機取扱作業者 労働省労働基準局 特別教育 
普通救命講習 市町村消防局 講習 
ガス溶接講習 厚生労働省 都道府県労働局 講習 
スキュバーライセンス 営利団体 技能認定 講習  

図１．生命環境科学等技術室業務体制図 
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